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数年前、恒常的な価格上昇に円安が加わり、いくつかの大学ではこれまで契約見直し対象に

されにくかった大手出版社の電子ジャーナルパッケージ維持を断念しました。さいわい本学では

出版社との交渉と、費用負担への関係各位のご理解によりパッケージを維持できています。しかし

値上りが続く限り、為替変動等の予測不可能な要因によりパッケージ維持が困難な状況に転じる

可能性があります。 

そこで出版社との交渉と並行して、不要な電子ジャーナルの購読中止や、値上げを続ける商業

出版社への依存を少なくするための継続的な努力が必要です。商業出版社への依存を少なくす

るための 1 つの方策として論文のオープンアクセス（以下 OA）があげられています。以下では OA

にまつわる話題をいくつか紹介します。 

 

（1） OA とは 

論文をウェブサイトで誰でも無料でアクセスできるようにすることです。その方法としては大きく分

けて①機関リポジトリによるセルフアーカイビング（グリーン OA）、②学術誌へオープ

ンアクセス論文として投稿する（ゴールドオープン OA）、の 2 通りあります。 

①については本学では TOUR（http://ir.library.tohoku.ac.jp/re/）を用意しておりま

す。②には従来の学術誌へ OA 論文として投稿、OA 学術誌に投稿が選択でき、それぞれ

投稿料または論文処理費用（APC）が必要なもの、不要なものがあります。なお日本学術

振興会のウェブサイトでは OA 化を推奨しています。 

（https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html） 

 

TOUR トップページ 



コラム：オープンアクセスに関する諸話題                          

 

 

 

（2） 投稿料または論文処理費用（APC：Article Processing Charge） 

ゴールド OA では投稿料または論文処理費用として料金が徴収される場合があります。また従

来の学術誌でも投稿時に OA を選択できるものがあり、それらは純粋な OA 誌に対してハイブリッ

ド OA 誌と呼ばれています。なお、ハイブリッド OA 誌は購読料との 2 重取りではないかという指摘

が常にあるため、OA 論文部分相当額を値引くことで批判の矛先をかわそうと努めている出版社も

あります。ちなみに本学の APC を含めた論文投稿料は年間およそ 1 億円と概算され、現在の仕

組みの下 OA が推進されていけば今後 APC の負担が増えていくことが見込まれます。 

 

（3） ハゲタカ出版（Predatory publishers，Predatory journals） 

OA 学術誌を標榜しているものの、ずさんな査読で単に APC を得ることを目的とした出版社や

雑誌を意味します。掲載実績の欲しい研究者の弱みにつけこんだ商法と考えられており、投稿先

を選択する際には十分な注意が必要です。 

 

（4） Sci-Hub（サイハブ） 

 2011年にカザフスタンの大学院生により創設された、学術論文の PDFファイルを無料で入手で

きるウェブサイトです。2016 年時点で 50 万件もの論文へ誰でもアクセスができるという点では OA

と言えなくもありませんが、出版社等の許可なく掲載しているので、いわゆる海賊版という扱いです。

件の学生は出版社から法的に訴えられているそうですが、このウェブサイトは世界中の人々から利

用されており、先進国からもアクセスされ、一定の支持を得ているようです。 

John Bohannon “Who's downloading pirated papers? Everyone” Science．29 APR 

2016 : 508-512  

(http://www.sciencemag.org/news/2016/04/whos-downloading-pirated-papers-everyon

e) 

 

 


